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5.アカガレイの成長遅滞

噴火湾におけるアカガレイ Hippoglossoidesdubiusは主に底

刺網により漁獲されているが，漁獲量の年変動が大きく，

1984年以降では600トンから 3.400トンの間で推移してい

る(北海道水産林務部， 2006). 近年， 1989ラ 1991，1995， 

2003年に卓越年級群が発生したが， 2006年現在では 1995

年級群(11歳)が漁獲の主体である(前田， 1999 ;前田

[まか， 2006).本種の年齢と成長の関係については，これ
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まで噴火湾(中谷ほか， 1990)，東北太平洋海域(北川ほ

か， 2004)などからの報告があるが，いずれも発生年の異

なる個体を区別せずに扱っている.Kimura et al. (2004)は，

噴火湾において 1995年級群は小型で肥満度も低く，その

原因は1995-1997年に発生した貧酸素水により， 2-4歳の

主要餌生物であるキタクシノハクモヒトデOphiurasarsiな

どが激減したためであると述べている.また，この報告に
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おいては採集時の年齢全長データから成長差が検討され

ているが，個体の成長履歴を考慮、した成長解析は行われて

おらず， 2003年以降の成長履歴も未詳である.そこで本

研究では，アカガレイについて年級群別ごとに成長式を求

めるとともに， 1995年級群に生じた成長遅滞の要因を胃

内容物組成，肥満度などから検討した.

アカガレイの成長様式

有眼側耳石を用いて年齢 1における輪紋径 (r)を計測し，

年間耳石成長量 (rn-rl1-l)を求めた.バイオロジカル・イ

ンターセプト法 (Campana，1990)を用いて耳石径一全長の

関係を個体ごとに求め，この回帰式に各輪紋径を代入して

求めた逆算全長をもとに，エクセル(マイクロソフト)の

ソルパーを使用して最尤法によって成長式を推定した.い

ずれの年級群も 3，4歳以降の耳石成長量がほぼ一定に保た

れていたことから，この年齢以降全長が直線的に増加する

ことが示唆された.そこで従来のベルタランフィ一式など

の単一モデルに加えて，ベルタランフィー+直線で表され

る接合モデル(接点3，4，5歳)も比較し，その結果，平均

逆算全長に最も近似していたベルタランフィー+直線の接

合モデル(接点 :4歳)を採用した.

1995年級群の成長遅滞とその要因

全長階級別に胃内容物の重量組成を調べた結果，全長

150mm前後の個体は，端脚目やクーマ目などの小型甲殻

類や，クモヒトデ類を主要餌生物としていた.また，アカ

ガレイは全長 125mm前後からメダマギンポAnisarchus

macropsなどのタウエガジ科魚類を捕食し，全長230mm

以上になると，夏・秋季にはスケトウダラ Theragra

chalcogrammαの0歳魚の出現により強い魚、食性を示した.

アカガレイの3，4歳以降にみられた年齢に対する全長の

直線的な増加は，カラスガレイ Reinhardtiushippoglossoides 

(Haug and Gulliks巳n，1982)などで報告されているように，

魚食性への転換によって生じるのであろう.

1995年級群の耳石年間成長量は， 1989， 1991年級群に比

べて小さかった.具体的には 1995年級群雄の3歳時の推

定全長は 115mmで，他の年級群に比べて 26~37mm小さ

く， 6歳時でも 173mm と他の年級群に比べて 45~52mm小

さかった(図1).雌についても同様の傾向がみられ，

1995年級群は他の年級群に比べて低成長であった.

貧酸素水発生後の 1995年級群と 2003年級群の全長

150mm以下の個体 (2歳)の肥満度は，貧酸素水発生前の

1991年級群よりも低かった. 1995年級群は貧酸素水の発

生にともなう小型甲殻類やクモヒトデ類の減少(高橋ほか

2002; 2003) のために成長が遅滞し，魚食性への転換も遅
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図1. アカガレイ雄の年級群別成長式

れたために，それ以前の年級群との成長較差も拡大したも

のと考えられた. 2003年級群も低い肥満度を示したこと

から，貧酸素水発生にともなう低餌生物密度の影響は依然

として継続していることが示唆された.
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